
 

 

 

 
 

 
 

 

段々と日が長くなり、寒さの中にも暖かい日が増えてきて春の到来を近くに感じます。3 月の下旬には桜の開花が 

始まり、街並みに彩を加えます。お雛様のお祝いをして学生は卒業式を迎える時期でもあり、風情や情緒を感じること 

ことができます。コロナの感染者数は予断を許さない状況が続いています。あさがおでは今後も検査や換気、消毒 

等、感染対策を徹底して実施していきます。今後も安心して、元気にあさがおにおいで下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 介護老人保健施設 あさがお 

  通所リハビリテーション 

あさがお通信 
令和 5年 3月  第 164号 

 〒336-0974 

 埼玉県さいたま市緑区大崎 3385-1 

 ℡048-878-7188  Fax 048-878-7166 

 http://www.une-fleur.or.jp 

※あさがお通信の配布、掲示に関し、掲載されている全てのご利用者様の同意を得ております 

 

 

2 月 17 日（金）20 日(月)に、2 月の 

誕生日会を行いました。 

今月は 17 名の方が誕生日を迎えられました。 

おめでとうございます！！ 

いつまでもお元気にお過ごし下さい 

 

 
☆ 誕生日会   3 月 17 日(金) 18 日(土)  

☆ お楽しみ会    3 月 21 日(火) 22 日(水) 23 日(木) 

 

  

リハビリテーション＆ご利用者様の声 
利用者 L1 様 女性 85 歳  

利用 7 年 3 ヶ月目 

約 8 年前に脳梗塞を患い、手術と治療を行うために入院した既往

がある。また、以前から高血圧の治療を続けていた。病院にて集中的

にリハビリを行ったが右麻痺が残り、言語、発語障害もみられた。ま

た、移動手段も車椅子になってしまった。退院後は自宅にて家族の支

援を受けて生活を続けていたが日常生活に不便を感じることが多く

不安を感じていた。これからも自宅で家族と共に生活を続けたいと

の本人の希望があり、主治医の勧めもあったことから、リハビリを継

続し、日常生活動作の改善と言語機能を回復して他者とのコミュニ

ケーションを図るためにあさがおの利用を開始した。 

目標は『杖歩行で歩き続け、自宅で家族と一緒に生活を続ける』こ

とだ。リハビリ内容は歩行訓練と筋力トレーニング、作業療法、ST(言

語聴覚療法)を行っている。リハビリメニューは平行棒による歩行訓

練、棒の上げ下ろしによる上肢可動域訓練、ゴムバンドを使用しての

下肢筋力訓練、室内での歩行訓練を行っている。また、アクリルコー

ンやペグボード等を使用しての作業療法で麻痺側の指先を動かし、

イラスト等を使用しての ST(言語聴覚療法)も続けている。 

来所時から数年間は車椅子を使用して移動を行っていたが、現在

は集中的にリハビリを続けてきた成果が実り、杖歩行にて生活を送

っている。麻痺は完全に消えることはないが、日常生活動作も少しず

つ安定し、言語機能の改善も図れてきている。知り合いも増え、今後

もコミュニケーションをとりながら楽しく生活していきたい。療法

士や職員の声掛け、リハビリ内容に満足している。これからもリハビ

リ内容を療法士と相談し、積極的に取り組みたい。今後も筋力と体力

の維持向上を図り、自宅にて家族と一緒に生活を続けていきたい。 

 

作成期間 12 月 5 日(月)～12 月 17 日(土)、「干支(うさぎ)の置物飾り」の作成を行いま

した。ボンボン作成メーカーを今までに何回も使用して作品を作ってきました。道具の

使い方を会得し、ハサミを使って綺麗に丸く整える作業から、指先を使用する訓練と作

品から季節感を感じることを目標に取り組んでいます。白い毛糸でボンボンを作成し、

うさぎに見えるように綺麗に切り揃えています。フェルトで耳や目などの装飾を行い、

紙コップの上に載せて仕上げています。ハサミでボンボンを綺麗に丸く整える作業は

指先に疲労が溜まり大変でしたが指先を多く使い、リハビリ(作業療法)の成果を発揮す

ることができました。季節感があり、可愛い仕上がりになっています。 

2 月 3 日(金)に節分を祝うイベント食が行われました。ちらし寿司や恵方巻、お吸い物

が提供され、色鮮やかでとても美味しそうです。今年の恵方巻の方角は「南南東」です。

恵方巻はその年の恵方に向かって静かに食べることにより福を呼び込み、厄払いにもな

ると言われています。また、節分には豆まきを行う風習があり、豆まきは「鬼は外、福

は内」という掛け声で豆をまき、邪気を祓った後に年齢の数だけ豆を食べて一年の幸せ

を祈ります。食事から季節感を感じて当時を思い出すことは回想と呼ばれ認知機能の維

持向上にとても有効的です。おやつは鬼のイラストを描いたお菓子が提供されました。

節分らしさが表れていて、皆で楽しく祝うことができました。 

 


